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あ い さ つ

本概報は昭和63年度と平成2年度に実施 し

た文化財調査の成果を記 したものです｡

調査は､民俗文化財､埋蔵文化財､記念物

等の記録保存を行いました｡残念な事に､遺

跡の大部分は1970年代初頭の造成工事で僅か

にしか残っておりません｡
ちかざんtIい

よって､先述の調査成果は ｢津嘉山森｣の

昔の面影をうかがい知る唯一の資料になると

思われます｡

本概報が郷土の文化を知る教材､及び学術

研究などの資料として活用 していただければ

幸いです｡

最後に今回の記録保存調査に際 し､たずさ

わりました関係各位のご労苦に対 し､心から

深 く感謝申し上げます｡

平成4年 3月31日

沖縄市立郷土博物館

館長 島袋俊信
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は じ め に

調査に至るまで

今回の調査は､協進産業 (有限会社)による

｢古謝ゴルフ練習場建設｣に伴う記録保存調査

である｡開発地の地番は､沖縄市古謝津嘉山原

1219番地､外23筆､面積26,736.67m2を有す

る｡

工事に先立ち､当教育委員会は事業計画者か

ら文化財有無の調査依頼を受けた｡照会時点で

すでに津裏山森遺跡と知念大屋久の墓跡が確認

されていたので､その旨を当事者に報告し､そ

の後､調整と協議を数回行い､この2件が分布

する津嘉山森の残存部は､協進産業より現状保

存の同意が得られた｡

但し､津嘉山森廼跡に関しては遺跡の範囲が

確定されてなかったので､埋蔵文化財の範囲確

認調査を実施し､併せて植物調査､墓調査､聞

き取り調査等も行った｡
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沖縄市の位置



津嘉山森一帯の環嵐

津嘉山森は沖縄市字古謝量産 ユ題 に位置す

る｡丘陵斜面の北側は具志川市境界になり､字

江洲部落と隣接する｡

この一帯の地質は､｢クチャ｣と称する島尻層

群に琉球石炭岩が被り､ボール状の孤立丘を形

成する｡字古謝の地元では ｢チカザンムイ｣と

称し､霊力 (シジ)の高い山として恐れられて

いる｡伝承として､飛び安里伝説､古謝集落の
ふるじま

古島 (元島)等の口碑が残っており､その外に

もかつては､知念大屋久の墓と津嘉山森墓碑､

チカザンガ-､古慕､防空壕跡などの文化財が

分布していた｡

このような文化財も1970年代初頭の造成､

その後の開発､地主による移転等で､年々虫食

い状態を呈し､現状は丘陵の頂上とその周辺に

一部の文化財が保存されているにすぎない.

跡

津嘉 山森遺跡 の位 置
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蘇

津嘉山森一帯の文化財は､民俗文化財

と記念物が分布する｡

《民俗文化財》

民俗文化財は､チカザンガ- (津嘉山井)､知

念大屋久の墓跡､津嘉山森墓碑､古墓､伝承等

が確認されている｡

チ
カザンガ-うぷが-

具志川市字江洲の産井｡曾ては､旧

正月の若水と子供が誕生の時に､ここの水を用いた｡村
が



知念大屋久の墓 (近景)

同上 (墓口近景)移転後の

知念大屋久の墓 (遠景) 4同 左

知念大屋

久の墓墓は丘陵の南西に位置する｡琉

球石炭を横穴はかな一状に掘 り込んだ堀込

墓で､墓庭は部分的に節 露 の石垣で囲まれ､墓内

の厨子聾は以前に移転されている｡移転後の墓は､セメント作り

の家型墓で旧墓南東約700mに所在

する｡〔図面参照〕

①知念門中墓跡､



a



津嘉山森墓碑

先述の旧墓顔面の左脇に建っていたが､この

石碑も厨子碧移転の数年後に新築墓の墓庭入口､

左脇に移動された｡

石碑は1573年の建立､子孫-の訓戒を石に

刻んでいる｡材質はニービヌフニー (細粒砂

岩)を用いており､細粒砂岩は新築墓の位置す
うよぬ(̂'がに-

る丘陵 (俗称､馬の背)付近から､遠方南側の

北中城村渡口一帯にかけて産出する｡

石碑の寸法は､長軸86cm､最大幅38cm､最

大厚 16cmを計り､身の正面には古文書体の崩

し字で､平仮名と漢字混じりの文字が彫られて

いる｡文字の解釈はかなり難解だと言われる

が､主な関係文献を2点挙げると､

①沖縄市教育委員会 昭和59年3月20日｢沖縄

市史｣第2巻 文献資料にみる歴史

②沖縄県教育委員会 昭和60年3月31日｢金石

文｣歴史資料調査報告書V

･-など､外にも散見されるがそれらは省略し､

詳細は上記文献を参照されたい｡

〔図面参照〕

①知念門中墓跡､及び津嘉山森墓碑

②津嘉山森墓碑の拓本及び実測図

移動後の墓碑 (近景)

移動
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断 面

30cm



伝 説

平成2年度に旧美里地区の民話調査を行った｡

現在､データ整理途中であるが､その中から津

嘉山森関係を抜粋した｡紹介資料は断片である

が以下､略述する｡

古謝の始まり

話者1(知念善助/大正7年6月15日生/古謝)

美里近くに住んでいたア-シヌーア-ヤーと

呼ばれていた人が､海瀬の塩田に塩炊きに通っ
い-はる

ていた｡が､いつの頃からか津嘉山森の上原

(ガスボンベ工場の西側)に移り住み､さらにそ

こから古謝の神アシヤギのあるところに移り住

むようになった｡それが古謝部落の始まりであ

るそうな -･｡

古謝の部落の始まり

話者2(金城真良/明治40年7月14日生/古謝)

古謝の部落は今帰仁王 (北谷王)の三男が古

謝の西北､津義山森の方へ移ってきて住むよう

になってからである｡

この今帰仁王の三男は､昼でも星の見えるり

タキ､クムクウタキで神 から武勇を教わってい

たので､そのひとが使う空手 (ティ-)は神デ

ィーといった｡

チカザン森と飛び安里

話者3(嘉陽宗利/大正11年2月10日生/美里)

チカザン森から津嘉山の飛び安里という人が

始めて飛行機の試しに飛んだ所である｡

津裏山森は火山

チカザンムイは火山と言って､具志川市江洲

中原の人は家を新築する時､そこに向けては作

らない｡

♂

《記念物》

戟暗中､津嘉山森周辺は防空壕が分布してい

たと言われる｡次に戦争遺跡として略述する｡

防空壕跡

第二次世界大戦時の防空壕跡が戦後も数ヶ所

分布していたが､近年の造成で破壊された｡

その内1例は､1988年度に県営古謝団地隣の

個人住宅建設に伴う掘削で出土したので､急き

ょ略測を行った｡

防空壕跡は保存が極めて悪く､場内も落盤で

部分的に埋まっていた｡この一帯に分布するク

チャの地層を横穴状に掘り込んで形成し､残存

部の走路は略南東イート 北西の方向を向く｡寸

法は幅約2m前後､天井高は床面が大方埋まっ

ていたので､計測不可能な状況であるが､大人

が屈んで通れた｡確認した位置は､県営古謝団

地6号棟の西方約25mのポイントになる｡

この一帯に曾て､防空壕が分布していたか､

駐屯していた日本軍の部隊名等について､具志

川市江洲部落で2名の方から話しを伺った｡

話者 1

(福田文子/昭和2年11月25日生//具志川市江洲)

福田さんは父親が当時､部落の区長だったの

で､嘉手納町屋良の中飛行場と読谷村の北飛行

場建設に伴う､人夫徴用事務の手伝いを行った｡

昭和18年か19年頃に､江洲部落では山部隊

が半年間駐屯していた｡その部隊の防空壕が津

嘉山森周辺に分布していたが､個数と位置は不

明｡兵隊は一般兵が公民館､階級が上の人は個

人の家で宿泊し､半年後､沖縄市クルクー山村 ･

近に移動｡その後､福田さんは父親と一緒にク

ルクー山の駐屯地へ慰門に行った事がある.



話者2 (宜保清三郎/大正15年 1月30日生)
かやb一

津嘉山森の東側一帯､江洲部落の茅毛 (茅葺

の家を葺 く時に用いるマカヤの生えている原

野)に防空壕はあった｡ここでは戦死者も2-3

名いたが､遺骨は戦後､郷里へ帰った｡茅毛か

らは戦後も手相弾､缶詰等が拾えた｡

はじめに植物調査は伐採

前に実施 した｡調査地域は海抜60.00m～10

8.00mで､沖縄市立富里小学校北東1k

mに位置する(津嘉山森遺跡の位置図)｡調査日数や

実施の時期が限られているのでフロラとして

は不備な点があることは否めないがその結果

を報告する｡1.調査年月日 1988年9月12日

2.調査場所 沖縄市字古謝津嘉山原3.調査方

法･調査は津嘉山森の裾から頂上部にかけて

作られた歩道にそって出現した植

物を記録 した｡･頂上から見下 し樹木の茂

る所とススキ等の生育する所などを相観によって区分し､群

落ごとに出現 した種



〔シダ植物

カニクサ

Pteridophyta〕

カニクサ科 Schizaeaceae

Lygodium japonicum Sw.

ホウライシダ

リュウキュウイノモ トソウ

クマシダ

ホウビカンジュ

オニヤブソテツ

ホシダ

〔種子植物

〔裸子植物

ソテツ

〔被子植物

〔双子葉植物

〔古生花被区

モクマオウ

オオイクビ

ガジュマル

ケイヌビワ

アコウ

シマグワ
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ワラビ科 Pteridaceae

Adiantum capillus-VenerisL

PterisryukyuensisTagawa

シノブ科 Dava=aceae

NephrolepisauriculataTrimen

Nephrolepisbise汀ataSchott

オシダ科 Aspidiaceae

Cyrtomium falcatum presI

ThelypterisacuminataMorton

Spermatophyta〕

Gymospermae〕

ソテツ科 Cycadaceae

CyeasrevolutaThunb

Angiospermae〕

Dicotyledoneae〕

Archichlamydeae〕

モクマオウ科､ Casuarinaceae

casualinaequisetifolia∫.R.&.G.Forst

クワ科 Moraceae

FicuspumilaL.

FicusmicrocarpaLf.

FicuserectaThumb.var.beecbeyanaKing

FicussuperbaMiqvar.japonicaMiq.

Morusaustralispoir



ノカラムシ

ヤナギヤプマオ

リュウキュウウマノスズクサ

ノゲイ トウ

ヤンパルセンニンソウ

リユウキュウボタンズル

ハマビワ

ヤプニッケイ

トベラ

オキナワシャリンバイ

ソウシュジュ

ギンネム

ハカマカズラ

メ ドハギ

オジギソウ

タイワンクズ

シイクワ-サー

サルカケミカン

JJ

イラクサ科 Urticaceae

fbehmerianivaGaudich.f.viridulaHatusima

fbehmeriadensifloraHook.&Am .

ウマノスズクサ科 Aristolochiaceae

AriatolochialiukiuensisHatusima

ヒユ科 Amaranthaceae

celosiaargenteaL

キンポウゲ科 Ranunculaceae

ClematistashiroiMaxim.

Clematisgratawall.var.ryukyuensisTamura

クスノキ科 しauraceae

LitseajaponicaJuss.

Cinnamoum japonicum Sieb.

トベラ科 Pittosporaceae

Pittospomm tobiraDryandexAit.

バラ科 Rosaceae

RhaphaiolepisindicaLindl.var.insularisHatusima

マメ科 Leguminosae

AcaciaconfusaMeIT.

Leucaenaleucocephaladewit

Lasiobemajaponicadewit

Lespedezacuneta.G.Don

MimosapudicaL.

PuerariamontanaMerr.

ミカン科 Rutaceae

Citrusdepressa Hay.

Toddaliaasiatica Lamk.



オオシマコバンノキ

クロトン

ツゲモ ドキ

アカメガシワ

オオバギ

カンコノキ

ハゼノキ

- リツルマサキ

マサキ

ヤンパルアワブキ

ヒメクマヤナギ

アマ ミズタ

オオハマボウ

フヨウ

アオギリ

アオガンピ

〔後生花被区

クロキ
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トウダイグサ科 Euphorbiaceae

BreyniaofficnalisHemsl.

Codiaeum variegatum Bl.

DIYpeteSKarapinensisPax&Hoffm.

MallotusjaponicusMuell.-Arg.

MacarangatanariusMuell.-Arc.

Glochidonobovatum S.& Z.

ウルシ科 Anacardiaceae

RhussuccedaneaL.

二シキギ科 Celastraceae

MaytenusdiversifoliaDingHou

EuonymusjaponicusThumb.

アワブキ科 Sabiaceae

MeliosmaoldhamiiMaxim.var.rhoifoliaHatusima

クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae

BerchemialineataDC.

ブ ドウ科 Vitaceae

ParthenocissusuheterophyllaMerT.

アオイ科

Hibiscus tiliaceus L.

Hibiscus mutabilis L.

アオギリ科

Maトvaceae

Sterculiaceae

FimianasimplexW.F.Wight

ジンチョウゲ科 ThymeJaeaceae

WikstroemiaretusaA.Gray

Metachlamydeae〕

ハイノキ科

SymplocoslucidaS.& Z.

Symplocaceae



シマタゴ

ネズミモチ

リュウキュウテイカカズラ

サクララン

ノアサガオ

ハマクマツヅラ

ヤンバルクルマバナ

ヤコウカ

オオバコ

リュウキュウヨツバムグラ

ヘクソカズラ

ゴモジュ

サンゴジュ

ホウキギク

タチアワユキセンダングサ
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モクセイ科 oleaceae

Fraxinus floribundaWall.

Ligustmm japonicum Thumb.

キョウテク トウ科 Apocynaceae

Trachelospemum asiaticum Nab

var.brevisepalum T.Tsiang

ガガイモ科 Asclepiadaceae

HoyacamosaR.Br.

ヒルガオ科 convolvulaceae

lpomoeaacuminataRoem.&.Schdt.

クマツズラ科 Verbenaceae

VerbenalitoralisH.B.K.

シソ科 Labiatae

LeucasJaVanica加nth.

ナス科 solanaceae

CestIum nOCtuI℃m L.

オオバコ科 plantaginaceae

PlantagoasitaticaL.

アカネ科 Rubiaceae

Galium gracilenaMak.

PaedeliascandensMeIT.

スイカズラ科 caprifoliaceae

Vibuenum suspensum Lindl.

Vibumum oboratissimum Spr.∀ar.awabukik.koch

キク科 compositae

AstrsubulatusMichx.

BidenspilosaL.var.radiataScherff.



シマフジバカマ

ホソバワダン

アキノキリンソウ

〔単子葉植物

Eupatorium luchuenseNakai

Ixeri11anceolataSteff.

SolidagovigaureaL.var.insularisHats.

Monocotyledoneae〕

イネ科

ダンチク

ホウライチク

アイダガヤ

リュウキュウヒメアプラススキ

ジュズダマ

オヒシバ

チガヤ

イ トススキ

ススキ

エダウチチヂミザサ

タチスズメノヒエ

ナビアグラス

ハイキビ

イタチガヤ

シマスズメノヒエ

ネズミノオ

コウライシバ

コゴメスゲ

テンツキSP

ヒメヒラテンツキ

クワズイモ

キキョウラン

オキナワサル トリイバラ

ゲットウ
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Gramineae

AmndodonaxL.

BambusaglaucescensSieb.exMe灯 .

fbthriochloaglabraA.Camusssp.haenkeihenr.

Bothriochloaparvifloraohwivar.spicigeraohwi

Coixlacryma-jobiL.

EleusineindicaGaerth.

ImperatacylindricaBeauv.var.majorC.E.Hubb.

MiscanthussienesisAnders.var.gracillimusHitch.

MiscanthussinensisAnders

Oplismenuscompositusfkauv.

Paspalum urvilleiSteud.

Pennisetum purpureum Schumach.

Panicum repensL

Pognanthemm crinitum kunth

Paspalum dilatatum poir.

Sporobolusfertilisw.D.Clayton

ZoysiatenuifoliaWi上ld.

カヤツリグサ科 Cyperaceae

CarexbmnneaThumb.

サ トイモ科

AlocasiaoboraSpach

ユリ科

DianellaensifoliaL.

Araceae

Liliaceae

SmilaxchinaL.var.kum sakaguchiexYamamoto

ショウガ科 Zingiberaceae

AIpinaspeciosak.schum.



調査の経過

津嘉山森頂上の三

角点北西約70mに位置する墓群｡墓は､丘陵斜面の琉球石

炭岩転石 (俗称メカルシー)の岩陰に形成､転石

の法量は､長袖約13m､短軸約6.70

m､高さ約8mを計る｡平面観は北西～南東に楕円形を呈し､その縁に岩陰

墓Nol-3が分布する｡

調査の概略岩陰墓 No,1チカザンメモ

-ヌ墓｡宮城清市 (明治45年3+I)じ上一月10

日生)､具志川市字江洲7番地､下門 (屋早)と字赤道の揖 門

中が旧暦3月の揃 韻 自祭の時に拝んでおり､

前者は約60年前､後者は約10年前からで

ある｡墓は総門中墓ではなく､鮎 墓でウンナ-

(女系)のガンス (元祖)を祭ってある｡

法量は､平面の長軸約4.3

0m､短軸約2.00m､天井高は岩陰内と岩陰開口部とも

約1.50mを計る｡のづらづ岩陰に向って左

脇から正面は野面積みの石垣で囲われ､部分的

に崩れが目立つ｡この石積みは関係者によると､戦前ま

で高さは半分までしか積まれてなく､戦後､

全面を被った｡岩陰墓NO.1(近景)

岩陰墓NO.2.3(近景)

15 はかぐち墓口はS50 oWに開口､石

炭岩を加工して四角の枠を型取ったと思われるが､後世

の破損で形は崩れている｡墓内には厨子

碧が18基確認み が ちされたが､銘書の残

っているのはなかった｡厨子碧の大雑把な特徴

として､形は家型16点､牽型2点､材質はサンゴ

石炭岩16点､陶土の焼締め2点｡彩色は､蓋と胴部に

垂木と柱が描かれ､彫刻は胴部に垂木と柱､

蓋には宝珠とし◆ち鰻が掘られている｡岩陰

墓No,2管理者は不在で無縁仏になっている

｡墓は転石東面に

位置し､岩陰はS55oEに開口｡法量は､長軸

･短軸とも約2.5m､天井高は岩陰内約0

.80m､岩陰開口部は約0.30m､岩陰開口部の入

口地表面と岩陰内最深部の比高は約1.70mを計

る｡内部は石炭岩襟が散乱､それに混ざって家型

の厨子蟹を1基確認 (銘書なし)0岩陰墓

No,3岩陰墓N0.2の北側約1.50mに位置す

る管理者不在の墓｡岩陰は東方向に

開口している｡法量は､長軸



厨子嚢 の移転岩陰墓No.1-3の墓から新築墓への厨子碧移

転は､関係者によって平成元年 12月16日 午

後



《主な厨子聾の写真》

④



調査の概時

津嘉山森遺跡は1970

年代初頭の造成工事後に確認された｡掘



本慨報は､開発行為に伴う埋蔵文化

財の範囲確認調査を中心に､その外

の文化財も合わせて紹介した｡発刊に至るまで､資料整理及び原稿執

筆､文化財の調査､開発側と

の調整と協議等の経過が逆算され､足掛け5ヶ年を要し

た｡この5年間にも景観は変り果て､更に20

年以前の造成前の当地を知る人々からは､津嘉山森の頂上付

近が僅かに残っている事で､かろうじて痕跡が確認

できるほどであ

る｡度重なる開発で地形が

虫食い状態で変わりつつある最中に､調査を実施した｡残念な事は､

この一帯の開発が手付かず

の時に行っていたならば､今回試

みた数々の文化財の成果が､かなり期待できたのではないかと痛感さ

れる｡最後に､調査その他､諸々の分野でご

協力を賜わった方々のご苦労に対し､心か

ら厚く感謝申し上げます｡《協力者》

(五十音順 ･敬称略)･植物調査沖縄野外
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